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＜病棟連絡事項＞
・特記事項無し。

＜患者様連絡事項＞
・前田　忠弘様～船場Drよりウルソデオキシコール酸錠同内容にて14日分処方とな
る。採血結果より肝機能は改善傾向にあり。

・中市　正治様～採血結果より貧血進んでいる為、上部消化管出血疑いにて船場Drよりランソプラゾール(30)1T 1×朝にて7日分処方となる。また、田中Drより臨時薬同内容にて処方となる。

・丹内　栄子様～臨時薬チミペロン中止、コントミン25→50mgへ増量、ハロペリドー
　　　　　　　　ル2.25→3mgへ増量、他同内容にて処方となる。

・若沢　理子様～臨時薬レキサルティ中止、チミペロン追加、他同内容にて処方とな
る。

・袴田　将志様～不穏さ続いており、連日レボトミン筋注施行している事を田名部Dr
へ情報提供。臨時薬でアリピプラゾール(12)1T 1×夕で追加となる。

・宮古　克弘様～ゼリーは嚥下スムーズだが、ミキサー食を口腔内に溜め込む事あり。本日夕よりブリックゼリー3本/日へ変更となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放中他室侵入や他者の私物を盗ろうとする行為あり、早めに開放観察終了している。入室中は奇声や不穏さ無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。自傷行為をほのめかす発言や不機嫌さ無く、情動安定している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。壁叩き頻回にあり。スタッフ対面時は口調・対応穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施。スタッフ対面時は支離滅裂な言動聞かれており、表情の硬さや眼光の鋭さあり。12:47自室にて突然叫び声をあげ壁叩き有り、希死的発言聞かれている。促しにて頓服服用している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・髙橋　信一様～身体拘束中。本日より午前・午後1時間ずつの開放観察開始となる。希死的発言や行動かなく経過。再拘束にも拒否無く応じている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・北向　勇治様～食事は集中出来ず、殆ど摂取出来ずにいる。内服も拒否や吐き出しあり、スタッフ数名での対応要している。ホール内徘徊や他者干渉あり、都度介入している。

・古田　真様～開放中も自傷行為や衝動行為に及ぶことなく過ごすことができている
為、金Dr指示にて12:20身体拘束解除、Bユニットへ部屋移動とな
る。

＜馬渡Dr診察情報＞
・宮崎　宏之様～著変なし。迷惑行為は依然として持続。ARP12➔18mg

・中市　正治様～精神症状には変化なく経過。独語、不穏等の当初の症状はみられない。処方は継続する。

・中根　富美子様～先日実父との電話面談の結果6/25あたりを目途に退院の調整を行うこととなった。転院先との相談も含め関係各機関とも連携、調整を行っていく。処方継続。

・佐々木　愛子様～疎通性や反応性は先週より明らかに改善している。アモキサピン75→100mg、リスペリドン0.5→1.0mg。

・松浦　克俊様～便秘時ピコスルファートナトリウム使用中止。IFオーダーから削除済。退院調整していくように。

・茨澤　耕作様～BREX治験候補。病棟で周知徹底をしていくように。処方継続。

・前田　忠弘様～著変無し。処方継続。退院支援すすめて行く。

・佐藤　イミ様～口唇ジスキネジアあり、嚥下にも影響している可能性は否定できない。BNS16→8mg経管栄養の希望も含め今後の方針について一度家族にも確認を。

・小笠原　ユキ様～入院して1ｗ経過したが、特に目立ったBPSDなく落ち着いている。前医でみられたという不穏さ、興奮等は認めない。処方は継続とする。退院調整をすすめる。

・水梨　孝純様～著変なし。処方継続。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：5月25日　14:25
　氏　　名：畠山　智亜紀（はたけやま　ちあき）様
　生年月日：昭和62年6月19日　33歳
　病　　名：うつ病　
　性　　別：女性
　指 示 医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　20歳時より調剤薬局にて10年程勤務するが、焦燥感や不安感が強まり自主退職。以
降自宅にて両親と生活していたが、R1.9.2に派遣社員として再就職。翌日より不安感
出現し、気分の落ち込みや自傷行為あり。R1.9.19当院初診し、薬物療法開始となって
いた。以降定期的に受診していたが、退職し症状安定した事から、同年12月28日で終
診となっていた。
　R3.4.26本人より架電あり、再就職説明会の予定が決まってから、睡眠が浅くなり食
欲低下があると受診希望あり。受診調整行うも、本人の都合が合わず受診出来ずにい
た。本日三戸中央病院より連絡あり、3週間前より拒食や不眠が出現し、3日前から
「殺してくれ」と叫び不穏の為、当院受診依頼あり。本日当院を急遽受診し不潔恐怖妄
想言動あり、母様も入院治療希望している為、R3.5.25 14:25東Aユニットへ医療保護
入院となる。
※CS：Cプラン、肌着は家族洗濯
※売店：5千円/月（日用品含む）
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